
豐
筑

修
學

旅
行
日
誌

龍
南

會
雑

誌
中

の
行

軍
に
閥
す

る
記
事

南蕊井
人去上

と子

龍の

建鍋鰍刷
り

の
韓
學

仁
ば
か
り
で
な
く
、
風
雲
急
な
る
影
響
は
、
そ
の
以
前
よ
り
察
せ
ら

れ
る
の

で
あ
る
。

而
し
て
日

清
戦
争
後
の

十
年
間

は
、
臥
薪
嘗

臘
の
時
で
あ
っ
た
と
は
云
へ
、
國
民
一
般
の
風
氣
の
上
に
は
、
可
な
り
の
隆
替
が
あ
っ
た
や
う
だ
。
こ
れ
こ
の
一
節
を
設
く
る
所
以

で
あ

る
。

今
そ

の
例

を
示

せ
ば

、
明

治
一

一
十

六
年

十
一

一
月

一
一

十
日

發
党

の
龍

南
會

雑
誌

第
一

一
十

一
読

に
依

れ
ば

、
こ

の
年

の
行

軍
に

就
い

て
は

左
の

如
く

記
し

て
ゐ

る
。

到
る
虚
歓
迎
如
何
に
鄭
重
な
り
し
ょ
到
る
虚
の
江
山
如
何
に
秀
麗
な
り
し
ょ
く
う
回
の
一
行
校
威
を
四
州
の
要
椹
に
伸
張
し
得
天
下

の
名
杜
に
饗
し
天
下
の
名
山
水
を
踏
む
を
得
た
り
歸
來
胸
懐
殆
ん
ど
昔
日
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
畳
ふ
特
に
吾
人
行
軍
中
校
長
以

下
諸

先
生

が
毎

事
生

徒
と

勢
苦

を
分

た
れ

た
る

を
感

謝
す

今
や

天
下

到
る

虚
師

弟
反

目
の

風
あ

り
と

聞
く

吾
人

は
寒

村
銃

を
枕

に

し
て

癖
ね

早
起

霜
風

の
叫

蛸
た

る
を

衝
い

て
發

す
る

と
き

顧
み

て
諸

先
生

の
吾

人
へ

親
し

き
を

見
る

毎
に

吾
人

は
一

團
の

春
風

來

り
て

吾
面

を
桃

ふ
を

覺
え

か
ん

ば
あ

ら
す

讃
了
り
て
恂
に
欣
懐
に
種
へ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
又
、
豐
筑
修
學
旅
行
日
誌
を
引
け
ば
、

（
前

略
）

（
十

一
月

六
日

）
十

時
全

員
練

兵
場

に
整

列
し

、
沼

田
大

尉
指

揮
し

て
隊

伍
を

部
署

す
（

中
略

）
部

署
已

に
定

ま
る

、
中

川

校
長

乃
ち

進
み

出
で

夢
、

告
げ

て
曰

く
、

夫
れ

修
學

族
行

は
一

種
の

課
業

な
り

、
其

地
理

歴
史

跡
物

其
他

百
般

の
學

術
上

、
大

盆

あ
ろ
は
固
よ
り
論
を
俟
尤
か
、
然
れ
ど
も
此
行
を
以
て
行
軍
と
通
稲
す
る
所
以
は
、
一
の
規
律
を
守
る
こ
と
『
銀
難
辛
苦
に
樫

ゆ
る

こ
と

一
、

氣
質

鍛
錬

を
實

習
す

る
こ

と
の

三
黙

を
、

嚴
守

せ
し

む
る

に
あ

り
、

さ
れ

ば
諸

子
は

行
中

絶
始

、
沼

田
監

督
の

命

を
奉

じ
、

敢
て

或
は

背
く

こ
と

勿
れ

、
厳

正
の

畢
動

を
矢

は
ず

、
以

て
我

校
の

名
鑿

を
發

揚
せ

よ
、

飲
酒

す
る

勿
れ

、
買

喰
す

る

勿
れ
、
以
て
犬
に
費
用
を
節
せ
よ
」
告
示
経
ろ
、
乃
ち
書
餐
を
喫

し
、
十

一
時
厳
令

一
發
、
行

を
啓
く
、

剛
叺
圏
嘘

校
門
を
出
づ

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九

五

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
四

曰
く

、
冨

國
の

要
素

は
凡

そ
一

一
一

あ
り

。
第

一
石

炭
、

第
一

一
産

鑛
、

第
一

一
一

國
民

の
工

業
智

識
。

特
に

第
三

を
以

て
肝

要
と

す
。

（
中

略
）

科
學

者
は

高
尚

な
る

空
理

に
馳

せ
て

、
有

力
な

る
實

理
に

疎
く

、
職
工
は

生
計
の
途

に
苦
み
て

、
智

識
を

求
む
る

の
暇

な

し
・

畢
理

と
應

用
と

の
分

離
、

こ
れ

賞
今

の
大

患
な

り
。

以
上

の
誰

に
し

て
、

實
施

せ
ら

る
シ

に
至

ら
ば

、
恐

ら
く

は
、

此
大

患

を
治
す
る
の
端
緒
を
開
く
に
至
ら
ん
乎
。
吾
輩
は
其
の
一
日
も
早
く
賞
施
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
。

と
期
待
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
森
子
が
文
部
大
臣
在
職
中
、
不
慮
の
災
厄
に
罹
り
て
此
の
世
を
僻
し
た
こ
と
と
、
井
上
子
が
宿
病
と
闘

っ
て
、
學
制
改
革
の
實
績
に
専
念
し
つ
夢
、
一
一
十
七
年
八
月
一
一
十
九
日
を
以
て
職
を
辞
し
、
翌
年
一
一
一
月
十
五
日
を
以
て
、
従
容
と
し

て
世

に
即

い
た

こ
と

は
、

殆
ど

そ
の

軌
を

一
に

す
る

も
の

で
あ

る
。

龍
南

人
は

、
第

一
一

千
五

號
に

於
て

、
「

前
文

部
大

臣
井

上
毅

子
莞

去
」

と
題

し
て

、
敬

弔
の

意
を

表
し

て
ゐ

る
。

前
文
部
大
臣
井
上
毅
子
、
宿
病
ヲ
逗
子
一
一
養
ハ
レ
シ
ガ
、
薬
石
效
ナ
ク
、
一
一
一
月
十
七
日
濫
焉
ト
シ
テ
途
一
一
蕊
去
セ
ラ

レ
ヌ
、

痛
恨

何
ゾ
已
マ
ン
、
子
ノ
職
一
一
在
ル
、
鞠
躬
精
勵
、
不
一
績
大
一
一
墨
ル
、
是
天
無
情
、
其
歳
ヲ
奪
う
、
瞳
悲
夫
、
護
ン
デ
哀
悼
ノ
意
ヲ
表

而
し

て
第

三
高

等
學

校
は

、
大

學
豫

科
を

鰻
せ

ら
れ

て
、

本
校

へ
約
六

十
名
來
り

、
鹿
兒
島

高
等
中
學

校
造
士
館

は
、
文
部

省
の
所

管
を

解
か

れ
て

麿
校

と
爲

り
、

同
じ

く
五

十
六

人
の

縛
學

を
見

た
の

で
あ

る
。

龍
南

校
風

の
歴

史
に

於
て

、
日

清
戦

争
は

國
を

墨
げ

て
大

敵
清

國
と

戦
っ

た
だ

け
、

流
石

に
青

年
子

弟
に

も
相

當
緊

張
味

が
あ

つ

ス

第
二

節
日

清
戰

爭
當

時
の

龍
南



中
川
校
長

の
訓
告

故
平
山
校

綴の三年

永
井
書
記

の
葬
儀

大
婚
滿
二

十
五
年
奉

祀
と
龍
南

人

尚
、
弦
に
特
筆
し
て
置
き
た
い
の
は
、
同
年
五
月
一
一
十
七
日
、
書
記
永
井
孝
一
氏
の
逝
去
に
際
し
、
翌
一
一
十
八
日
午
後
の
市
内
見

性
寺
に
於
け
る
葬
儀
に
は
、
午
後
臨
時
休
業
し
て
職
員
生
徒
一
同
會
葬
し
、
笠
間
教
授
の
職
員
総
代
弔
僻
あ
り
、
龍
南
會
ま
た
香
典

を
供
へ
、
各
部
の
稽
古
を
休
み
て
弔
意
を
表
し
た
こ
と
で
あ
る
。
又
、
六
月
八
日
雨
天
鵠
操
場
に
於
け
る
故
平
山
校
長
の
三
年
祭
執

行
の
如
き
も
亦
、
龍
南
美
風
の
一
と
穂
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

然
る
に
同
年
七
月
十
日
の
卒
業
式
の
際
に
於
て
、
中
川
校
長
は
、
學
事
報
告
と
し
て
、
生
徒
現
員
三
百
九
十
九
人
、
内
本
科
生
は

卒
業
生
四
十
一
一
人
を
加
へ
て
一
百
六
人
、
豫
科
一
一
百
六
十
人
、
補
充
一
一
一
十
一
一
一
人
。
入
學
者
七
十
九
人
、
内
他
の
高
等
中
學
校
よ
り
縛

學
せ
し
者
一
一
一
人
、
尋
常
中
學
校
卒
業
者
五
十
六
人
、
入
學
試
業
合
格
者
一
一
十
四
人
。
退
學
者
六
十
四
人
、
内
他
の
高
等
中
學
校
及
尋

常
中
學
校
に
韓
學
せ
し
者
十
人
、
願
に
依
り
退
學
せ
し
者
四
十
九
人
、
除
名
一
一
人
、
死
亡
者
一
一
一
人
等
の
数
を
列
蕊
し
た
る
後
、
來
學

年
に
於
て
は
、
全
く
補
充
科
を
庭
し
て
本
科
一
年
以
下
の
各
級
に
、
若
干
名
を
募
集
す
る
が
、
其
の
志
願
者
百
餘
名
あ
り
、
而
し

て
厘
域
内
の
卒
業
生
に
し
て
無
試
鹸
入
學
者
凡
そ
七
十
餘
名
、
第
三
高
等
學
校
よ
り
稗
墨
す
る
者
、
本
科
豫
科
を
併
せ
て
凡
そ
六
十

人
、
又
、
該
校
設
置
匡
域
所
属
の
兵
庫
・
島
根
・
愛
媛
・
高
知
・
香
川
各
縣
尋
常
中
學
校
も
、
本
校
厘
域
と
な
っ
た
の
で
、
生
徒
も
一
一

百
名
位
は
増
加
す
る
見
込
、
又
本
科
第
一
一
部
に
農
科
を
加
へ
て
、
既
に
本
學
年
よ
り
實
施
し
た
こ
と
、
・
教
員
は
、
教
授
十
三
人
、
助

教
授
六
人
、
嘱
託
教
員
四
人
、
雇
教
員
一
人
、
外
國
教
師
一
人
、
凡
そ
一
一
十
五
人
。
卒
業
生
四
十
一
一
人
中
、
入
學
試
業
に
合
格
し
て

入
學
せ
る
者
一
一
十
一
一
一
人
、
他
高
等
中
學
校
よ
り
の
縛
學
者
四
人
、
本
校
医
域
内
各
零
常
中
學
校
卒
業
生
に
し
て
、
無
試
験
入
學
者
十

八
人
な
ど
詳
報
せ
る
如
く
、
本
校
も
次
第
に
複
雑
性
を
加
へ
て
来
た
に
つ
け
て
も
、
同
年
九
月
の
入
墨
式
に
於
て
校
長
よ
り
我
校

固
有
の
校
風
と
し
て
、
禮
儀
を
重
ん
す
る
こ
と
、
武
勇
の
氣
象
に
富
め
る
こ
と
、
倹
撲
質
素
を
守
る
こ
と
、
廉
阯
を
貴
ぶ
こ
と
、
園

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
七

以
て
當
時
の
意
氣
を
想
見
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
一
一
十
七
年
一
一
一
月
九
日
に
學
行
せ
ら
れ
た
る
、
天
皇
皇
后
雨
陛
下
大
婚
滿
二
十

五
年
奉
祇
の
際
の
如
き
も
、
式
後
艦
操
場
に
入
り
、
全
員
を
分
ち
て
四
隊
と
爲
し
、
一
百
の
銃
口
一
齊
に
十
二
發
の
祇
砲
を
放
ち
た

る
後
、
相
率
ゐ
て
食
堂
に
入
っ
て
祇
杯
を
筆
げ
た
の
で
あ
る
が
、
雑
誌
記
者
は
、
「
し
か
も
萬
歳
の
鑿
は
校
内
虚
々
に
絶
え
ず
、
萬
歳

萬
歳
の
聲
愈
々
盛
な
る
頃
、
百
一
發
の
砲
鑿
は
遙
か
に
銀
杏
城
頭
に
起
れ
り
」
と
記
し
て
ゐ
る
。
且
叉
、
同
夜
の
提
灯
行
列
の
如
き

も
「
四
百
の
球
燈
は
綺
羅
星
の
如
く
輝
き
、
四
個
の
大
含
高
張
提
灯
は
、
谷
中
隊
の
眞
先
に
打
立
て
ら
れ
て
進
み
行
け
り
、
校
長
以

下
教
職
員
諸
先
生
も
總
て
行
列
中
の
人
な
り
き
、
「
春
の
彌
生
は
今
宵
し
も
」
城
中
く
ま
な
き
賑
ひ
の
中
を
粛
然
魚
貫
し
て
祀
歌
（
黒

本
助
教
授
作
歌
）
高
ら
か
に
「
八
十
の
街
」
を
歌
ひ
巡
り
、
九
時
漸
く
校
門
に
歸
れ
ば
、
鍔
然
一
鑿
、
爆
竹
は
一
行
の
壯
學
を
迎
へ

た
り
（
中
略
）
校
に
還
り
て
少
時
休
憩
の
後
、
雨
天
鵠
操
場
に
入
り
て
祝
宴
を
開
け
り
、
（
中
略
）
席
定
ま
る
や
、
隈
本
君
の
演
説
あ

り
、
池
田
君
、
水
月
君
、
中
村
君
の
吟
詩
あ
り
、
受
樂
院
、
和
木
君
の
吟
歌
あ
り
（
中
略
）
是
に
て
一
先
づ
段
落
を
告
げ
、
酒
と
竹

輪
と
は
配
ら
れ
た
り
、
酒
三
行
、
場
の
一
隅
に
設
け
ら
れ
た
ろ
爆
竹
は
鮎
火
さ
れ
た
り
（
中
略
）
既
に
し
て
、
幕
を
排
し
て
粛
然
現

れ
出
で
た
る
五
人
の
武
士
、
こ
は
病
室
生
徒
の
剣
舞
な
り
き
」
と
も
記
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
の
後
「
學
問
の
衝
突
」
、
「
鴻
門
の

會
」
、
「
開
國
始
末
」
、
「
妖
怪
退
治
」
、
「
剣
舞
Ｌ
、
「
各
國
人
」
、
「
宇
治
川
先
陣
」
、
「
狂
言
」
、
「
謡
曲
」
、
「
剣
舞
Ｌ
等
の
餘
興
に
打
與
じ

た
る
様
の
如
何
に
緯
煕
和
楽
せ
し
こ
と
か
。
故
に
記
者
は
、
「
鳴
呼
是
れ
千
載
の
一
過
、
無
上
の
大
典
、
ま
た
無
上
の
盛
事
な
か
る
べ

か
ら
か
、
龍
南
當
日
の
盛
況
、
其
萬
｜
を
録
す
れ
ば
大
凡
右
の
如
く
な
り
き
」
と
結
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（
下
略
） 第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
六

豪
氣
堂
々
、
歩
を
正
々
、
匁
光
白
日
に
映
し
て
光
閃
々
、
劔
戟
相
摩
し
て
響
鑑
々
（
中
略
）
教
職
員
生
徒
凡
て
二
百
五
十
餘
名



鮒
貯
鞭
鰄

祝
賀
式

腱
操
副
科

撃
創
柔
道

賞
施 のの應

義家召
指族小
金へ便

第
三
同
征

清
電
戦
勝

祝
賀
式

二
十
七
年

の
行
軍

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
八

家
的
観
念
に
富
め
る
こ
と
等
を
列
墨
し
て
訓
告
せ
し
こ
と
の
、
故
無
言
に
非
ざ
る
こ
と
か
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
九
月
二
十
九
日
を
卜
し
て
、
第
一
同
征
清
電
戦
勝
祀
賀
式
は
雨
天
魑
操
場
に
於
て
催
さ
れ
、
拝
賀
の
後
、
中
川
校
長
は
、

恭
し
く
、
宣
戦
の
詔
勅
及
び
海
陸
軍
に
下
し
賜
は
れ
る
勅
語
を
奉
読
し
、
次
で
學
校
長
に
和
し
て
、
大
元
帥
陛
下
萬
歳
、
大
日

本
帝
國
萬
歳
、
陸
海
軍
萬
歳
を
唱
へ
て
式
を
総
つ
仁
の
で
あ
る
。
一
一
十
七
年
十
一
月
よ
り
十
九
日
ま
で
行
は
れ
た
と
こ
ろ
の
秋
期
行

軍
に
就
い
て
は
、
第
三
十
一
號
に
も
、
「
且
つ
や
旅
順
の
港
湾
海
濤
騒
ぎ
、
鳳
凰
の
城
頭
戦
塵
揚
ろ
に
際
す
、
吾
人
は
武
を
練
り
躯
を

殿
ひ
、
以
て
元
氣
を
振
起
す
る
必
要
を
感
ず
．
然
り
、
吾
人
の
元
氣
は
大
に
し
て
國
家
の
元
氣
た
る
べ
く
、
小
に
し
て
は
我
校
の
元

気
た
る
べ
し
、
（
中
略
）
鳴
呼
行
軍
な
る
か
な
、
行
軍
な
る
か
な
、
行
軍
の
愉
快
と
利
盆
と
は
、
吾
人
永
く
之
を
忘
却
す
る
こ
と
を
得

す
、
云
を
」
と
讃
美
し
て
ゐ
る
の
も
、
時
局
の
青
年
に
及
ぼ
せ
る
影
響
を
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

既
に
し
て
威
海
術
の
堅
塁
も
途
に
皇
軍
の
手
に
蹄
し
た
の
で
、
二
月
十
一
日
紀
元
節
の
日
午
後
一
一
一
時
を
卜
し
て
、
第
一
一
一
回
征
清
軍

戦
勝
祇
賀
式
を
蕊
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
第
三
十
四
號
に
は
、
「
秋
目
先
生
起
て
舞
ひ
、
中
川
學
校
長
朗
吟
す
、
拍
手
歓
呼
洪
然
天
に

震
ふ
、
飲
む
者
あ
り
、
食
ふ
も
の
あ
り
、
歌
ふ
者
あ
り
、
舞
ふ
者
あ
り
、
午
後
五
時
に
及
び
て
漸
く
散
會
せ
り
」
と
報
じ
て
ゐ
る
。

且
叉
、
西
森
・
大
峰
・
武
藤
三
名
の
小
使
が
、
第
一
充
員
と
し
て
應
召
出
征
せ
る
に
對
し
て
は
、
老
親
妻
子
の
飢
餓
に
瀬
せ
ろ
を
憐

み
、
「
衆
皆
金
を
指
て
之
を
救
仙
し
、
以
て
出
征
者
を
し
て
後
顧
の
患
な
か
ら
し
め
た
る
」
が
如
き
も
、
美
緊
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。

か
シ
ろ
間
に
も
本
校
に
在
り
て
は
、
一
一
十
八
年
五
月
二
十
七
日
を
期
し
て
、
撃
劒
柔
道
の
一
一
科
が
艘
操
副
科
に
加
へ
ら
れ
、
や
が

て
そ
の
賞
施
を
見
る
に
至
っ
た
。

即
ち
左
の
如
き
掲
示
文
が
遣
っ
て
ゐ
る
。

歌の念紀校開
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御
稜
威
や
千
代
に
か
が
や
か
む

本
に

光
と
も
な
り
大
君
の

墨
び
ど
こ
ろ
の
さ
か

阿
蘇
のむ
く
い
ん
眞
心
の

開
校
紀
念
式
の
歌

峯
よ
り
い
や
高
言

御
稜
威
や
千
代
に
カ
ジ
や
か
む

あ
か
音
は
や
が
て
日
の
本
の

君
が
御
蔭
に
立
て
初
め
し

そ
の
本
つ
日
を
こ
と
ほ
ぎ
て

一
九
九

え
ゆ
く



兎
狩
の
壯

學 興
行
物
に

閥
す
る
照

會
の
公
文

開
校
記
念

の
歌

而
し
て
同
年
十
月
十
日
の
第
五
同
開
校
記
念
會
も
、
極
め
て
盛
大
に
學
行
せ
ら
た
が
、
明
治
一
千
八
年
十
一
月
四
日
發
行
の
龍
南
會

雑
誌
の
雑
報
に
は
、
「
最
後
に
生
徒
一
同
祇
歌
を
唱
ふ
。
聲
欝
悠
揚
、
満
場
、
爲
に
震
ふ
。
是
に
て
式
絡
り
云
狩
」
と
記
し
、
文
苑
欄
に
は
、

第
五
高
等
學
校
開
校
紀
念
の
歌

助
教
授
園
哲
雄

》
阿
蘇
の
峰
よ
り

い
や
高
き

君
が
御
蔭
に

立
初
め
し

學
び
ど
こ
ろ
の

さ
か
え
ゆ
く

そ
の
本
つ
日
を

こ
と
ほ
ほ
ぎ
て

本
に
む
く
い
ん

眞
心
の

あ
か
言
は
や
が
て

日
の
本
の

光
と
も
な
り

大
君
の

御
稜
威
や
ち
代
に

か
ぢ
や
か
む

の
歌
詞
を
載
せ
て
ゐ
る
。
二
十
五
年
十
月
の
第
九
號
文
苑
に
は
、
・
か
み
な
月
十
日
第
五
高
等
中
學
校
開
校
紀
念
會
の
歌
園
哲
雄
稿
と

し
て
、
「
か
し
こ
き
御
代
の
は
た
ち
ま
り
、
三
と
せ
の
か
み
な
目
に
し
も
、
ま
な
び
ど
こ
ろ
の
熊
本
の
、
立
ち
し
今
日
こ
そ
嬉
し
け

れ
」
以
下
一
一
一
節
を
載
せ
て
居
り
、
二
十
七
の
記
念
式
に
就
い
て
は
、
「
経
て
生
徒
一
同
覗
歌
「
治
る
御
世
」
の
曲
を
合
唱
し
，
こ
れ
で

式
全
く
経
ｂ
云
々
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
察
す
れ
ば
、
「
開
校
紀
念
の
歌
Ｌ
な
る
も
の
は
、
明
治
二
十
八
年
以
來
の
こ
と
で
あ

る
こ
と
が
知
れ
る
が
、
作
曲
者
は
不
明
で
あ
る
。
又
、
我
が
校
風
の
確
立
士
氣
の
振
作
に
？
長
へ
に
銘
記
せ
ら
る
べ
き
秋
月
章
軒
翁

に
對
す
る
惜
別
の
情
に
至
り
て
は
、
側
々
と
し
て
胸
に
迫
る
の
感
あ
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

而
し
て
本
校
よ
り
は
、
校
長
の
名
を
以
て
、
熊
本
縣
警
部
長
山
之
内
一
次
氏
宛
、
左
の
如
き
照
會
の
公
文
を
出
し
て
ゐ
る
。

當
校
近
傍
一
一
於
ケ
ル
芝
居
見
世
物
等
ノ
興
行
ハ
生
徒
ノ
教
育
上
頗
ル
迷
惑
ヲ
感
ジ
候
儀
二
有
之
候
條
自
今
飽
田
郡
黒
髪
村
大
字
下

立
田
以
西
坪
井
三
軒
町
以
東
ノ
地
同
郡
清
水
村
大
字
室
園
菊
池
街
道
以
東
ノ
地
竝
一
一
熊
本
市
小
幡
町
七
軒
町
藥
園
町
以
東
ノ
地
一
一

於
テ
右
等
ノ
興
行
願
出
候
節
ハ
可
成
御
許
可
無
之
様
御
注
意
相
成
候
儀
ハ
難
叶
哉
此
段
及
御
協
議
候
也

學
校
當
局
者
の
心
事
、
恂
に
多
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
一
十
八
年
十
一
一
月
一
日
を
卜
し
て
催
さ
れ
た
兎
狩
も
壯
學
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
東
山
組
は
第
一
第
一
一
の
二
手
と
な
り
、
、
前
日
阿
蘇

郡
錦
野
村
に
宿
し
、
西
山
組
は
當
日
午
前
二
時
半
校
門
を
出
で
た
が
、
前
者
は
各
四
十
名
許
り
、
後
者
は
約
七
十
名
、
東
山
第
一
組
は

兎
五
頭
、
第
一
一
組
は
兎
四
頭
と
山
鳥
一
羽
、
西
山
組
は
兎
七
頭
の
獲
物
が
あ
り
、
且
日
午
後
雨
天
禮
操
場
に
於
け
る
矢
開
き
も
亦
、

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

二
○
一

鶴
操
副
科
柔
道
繋
剣
ノ
授
業
ヲ
別
表
時
間
割
二
擦
り
來
週
月
曜
日
（
五
月
一
一
十
七
日
）
ヨ
リ
相
始
ム

●

病
氣
共
他
ノ
事
故
ニ
ョ
リ
出
席
シ
龍
ハ
ザ
ル
時
ハ
本
人
ヨ
リ
其
翌
日
迄
二
教
務
掛
へ
届
出
ペ
シ
但
シ
通
畢
生
モ
保
證
人
ノ
連
印
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艦
操
副
科
柔
道
鑿
創
ノ
中
必
ズ
其
一
ヲ
撰
定
シ
來
五
月
四
日
迄
一
一
教
務
掛
一
一
届
出
ペ
シ

但
雨
科
併
修
ノ
者
ハ
其
旨
届
出
可
シ

右
掲
示
ス

ヲ
要
セ
ズ

右
相
達
ス

（

二
○
○
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倫
理
講
筵

の
改
正

校
則
の
一

部
改
正

中
川
校
長

の
演
説

第
六
同
紀

念
愈

綱鯏蜘旺
し
む

寒
稽
古
の

盛
況

武
装
検
査

以
上
に
及
ぶ
時
は
、
同
規
則
に
依
り
、
事
情
に
従
っ
て
夫
を
虚
罰
し
て
ゐ
た
の
を
、
次
に
述
べ
る
倫
理
科
よ
り
は
減
黙
す
る
こ
と
シ

せ
す
、
そ
の
他
に
於
て
は
、
無
届
一
同
五
黙
、
一
一
回
七
黙
、
一
一
一
回
十
黙
、
四
回
十
五
黙
、
五
回
一
一
十
黙
、
以
上
一
同
毎
に
五
黙
を
累

加
す
る
こ
と
、
但
、
歸
省
等
の
爲
に
連
續
数
日
に
亙
る
時
は
、
之
を
一
同
と
見
微
す
こ
と
と
な
っ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

次
に
、
倫
理
科
に
關
し
て
は
、
在
來
の
倫
理
が
、
動
も
す
れ
ば
そ
の
本
来
の
面
目
を
失
し
て
、
成
績
に
拘
泥
せ
し
む
る
傾
向
が
あ

っ
た
の
で
、
此
の
際
大
い
に
改
革
し
て
、
各
年
級
を
合
し
て
、
毎
週
一
回
、
瑞
邦
鯖
に
於
て
講
筵
が
開
か
ろ
シ
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
而
し
て
こ
の
無
届
妖
席
の
減
鮎
と
云
ひ
、
倫
理
講
筵
の
改
正
と
云
ひ
、
之
を
犬
に
し
て
は
國
民
精
励
の
弛
緩
で
あ
り
、
之
を

小
に
し
て
は
青
年
子
弟
の
堕
風
の
然
ら
し
め
し
結
果
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
我
が
校
に
在
り
て
は
、
そ
の
事
例
を
次
の

宣
誓
式
の
實
施
に
於
て
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
決
し
て
卒
然
と
し
て
起
っ
た
の
も
の
で
な
く
、
一
一
十
九
年
一
一
月
十
日
に
掲
示

さ
れ
た
紀
元
節
・
天
長
節
・
入
學
式
・
卒
業
式
・
紀
念
式
・
招
魂
祭
参
拝
・
武
装
検
査
・
修
學
旅
行
。
野
外
演
習
等
の
際
に
於
け
る

無
届
妖
席
者
へ
の
戒
告
や
、
中
川
校
長
の
演
説
や
、
そ
の
他
雑
誌
中
の
記
事
に
も
そ
の
片
鱗
が
現
れ
て
ゐ
る
。

中
川
校
長
の
演
説

過
般
上
京
せ
ら
れ
て
高
等
墨
校
長
會
議
に
列
し
、
教
育
會
の
現
況
及
び
一
般
の
肚
會
の
趨
勢
を
親
察
し
て
数
日
前
無
事
歸
校
せ
ら

れ
た
る
我
校
長
に
は
六
月
七
日
午
前
十
一
時
教
員
生
徒
一
同
を
瑞
邦
館
に
集
め
一
場
の
演
説
を
な
さ
れ
た
り
。
先
づ
戦
勝
後
の
餘

勢
と
し
て
、
我
國
實
業
の
勃
興
し
た
る
こ
と
よ
り
説
き
起
さ
れ
、
「
外
見
上
國
蓮
の
進
足
著
し
き
が
如
く
な
れ
ど
裏
面
よ
り
観
れ
ば

心
あ
る
者
を
し
て
箪
瞳
せ
し
む
ぞ
）
と
一
に
し
て
足
ら
す
。
各
種
の
事
業
を
起
す
も
の
少
か
ら
か
と
雌
も
、
眞
に
國
利
の
進
捗
を

計
る
の
意
に
出
で
た
る
は
甚
だ
稀
に
、
各
自
私
盆
を
誉
み
、
汲
々
と
し
て
錨
銑
毫
厘
の
末
利
を
鏑
ひ
亙
に
排
濟
焔
窯
し
て
天
下
大
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快
な
り
と
謂
ふ
く
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
又
同
月
十
六
・
十
八
の
両
日
に
は
、
武
夫
原
に
鉛
て
丁
寧
な
る
武
装
検
査
が
あ
り
、
経
り

て
後
分
列
式
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
記
者
は
、
「
眞
に
こ
れ
風
紀
上
、
平
生
の
苦
心
を
表
彰
し
且
將
來
に
偉
大
の
効
果
を
牧
び
る

良
法
に
非
か
し
て
何
ん
ぞ
や
」
と
書
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
一
一
十
九
年
四
月
十
七
日
、
自
今
副
科
を
正
科
に
準
せ
し
む
べ
き
由
を
掲
示

し
た
が
、
同
年
の
寒
稽
古
に
至
り
て
は
、
「
瑞
邦
館
裡
顛
例
の
響
高
く
、
鵠
操
場
内
蔓
ん
の
一
昔
急
な
り
。
出
席
者
常
に
百
五
十
名
に
上

る
に
至
り
て
は
、
亦
盛
な
り
と
い
は
ざ
る
べ
け
ん
や
」
の
記
事
も
頼
も
し
く
、
修
學
旋
行
記
事
に
於
て
、
「
晨
光
決
溌
、
紅
礒
未
だ
升

ら
か
、
萬
籟
靜
寂
、
曉
夢
正
に
濃
な
り
、
後
ち
蕊
く
本
邦
槙
上
、
一
品
一
低
、
一
綾
一
念
、
吟
鑿
錯
綜
し
て
頻
に
起
る
あ
る
を
、
蓋

し
諸
先
生
の
合
唱
な
り
。
健
兒
驚
き
畳
め
て
、
元
氣
愈
振
ひ
、
蹴
起
会
を
蹴
て
戎
装
を
塾
ふ
。
Ｌ
の
一
文
も
味
ふ
く
言
こ
と
と
恩
ふ
。

十
月
十
日
の
第
六
同
紀
念
會
記
事
は
、
口
敢
後
に
生
徒
一
同
例
の
祀
歌
を
高
唱
し
、
洋
々
た
る
和
氣
堂
に
盈
つ
。
當
日
参
列
の
来
賓

に
は
、
歩
兵
第
一
放
團
長
伊
藤
地
少
將
、
櫻
井
砲
兵
第
六
聯
隊
長
、
近
重
熊
本
地
方
裁
判
所
長
、
納
冨
同
所
検
事
正
、
師
團
歩
兵
第

十
一
一
一
聯
隊
長
、
瀧
野
軍
馨
正
、
矢
田
熊
本
憲
兵
隊
長
、
馬
場
熊
本
屋
裁
判
所
監
督
判
事
、
中
田
牧
税
長
、
山
之
内
警
察
部
長
、
以
下

諸
高
等
官
、
市
内
諸
學
校
職
員
其
の
他
紳
士
紳
商
新
聞
社
等
凡
八
十
四
名
な
り
」
と
あ
り
、
以
て
診
て
の
盛
事
を
察
す
べ
く
、
午
後
の

運
動
會
、
竝
に
絡
了
後
に
於
け
る
監
督
教
官
と
の
親
睦
の
状
な
ど
、
限
り
な
き
獣
び
が
溢
れ
て
ゐ
る
。

》（

》
然
る
に
同
年
に
は
、
校
則
の
一
部
と
、
倫
理
講
筵
と
か
改
正
せ
ら
れ
た
。
先
づ
、
校
則
の
改
正
に
關
し
て
は
、
第
一
一
一
學
期
試
業
を

全
歴
し
、
第
一
學
期
試
業
に
妖
席
せ
る
者
に
は
、
第
一
一
學
期
試
業
得
鮎
の
一
一
分
の
一
を
與
へ
、
第
一
一
學
期
議
案
に
鉄
席
せ
る
者
に
は

第
一
學
期
試
業
得
黙
の
一
一
分
の
一
を
與
へ
る
こ
と
と
な
り
、
無
届
畉
席
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
監
督
教
官
よ
り
注
意
を
與
へ
、
尚
俊
め

す
し
て
同
一
の
所
行
一
一
回
に
及
ぶ
時
は
、
校
則
第
五
章
第
十
八
催
に
照
し
て
、
校
長
よ
り
戒
筋
を
川
へ
、
而
も
尚
俊
め
か
し
て
一
一
一
回



｝
■
ｉ
・
ロ
Ｉ
ｌ
Ｂ
ｊ
Ｌ
■
Ⅱ
９
１

１
Ｉ
Ｄ
Ｐ
■
ｆ
■

龍
南
會
雑

誌
の
記
事

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
一
○
四

勢
の
何
者
仁
ろ
を
解
す
る
の
識
な
し
。
其
弊
や
祗
會
全
鵠
を
誘
ひ
て
之
を
腐
敗
せ
し
め
、
人
心
日
に
輕
薄
に
、
風
俗
月
に
華
署
に

流
れ
、
畢
生
の
風
儀
も
其
影
響
を
受
け
て
敗
頽
す
る
に
至
り
い
」
と
慨
し
「
諸
子
は
此
瞼
悪
な
る
風
潮
の
下
に
立
っ
て
之
に
動
か

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
確
乎
と
し
て
進
ま
ざ
る
可
ら
か
、
諸
子
は
こ
の
贋
敗
せ
る
室
氣
に
感
染
せ
ざ
る
様
勉
め
ざ
る
べ
か
ら
す
。
Ｌ
と

吾
人
の
本
分
を
示
さ
れ
進
ん
で
我
校
の
特
長
を
墨
げ
「
盆
々
こ
れ
を
發
揮
し
て
日
本
畢
生
の
模
範
と
仰
が
れ
、
標
準
と
椎
さ
る
溥

様
一
層
奮
發
す
る
所
な
か
る
可
ら
す
。
」
と
勵
し
、
校
長
の
在
京
中
、
龍
南
同
窓
會
に
臨
ま
れ
し
か
、
其
席
に
於
て
も
五
高
の
特
風

を
維
持
す
べ
き
よ
し
望
ま
れ
し
を
一
一
一
一
口
ひ
、
「
他
校
出
身
の
大
畢
生
は
料
理
店
な
ど
に
高
會
す
る
ろ
に
引
か
へ
、
猫
ｂ
龍
南
同
窓
倉
は

質
素
に
、
倹
約
に
、
寺
院
に
開
く
が
香
ひ
、
此
度
は
上
野
の
韻
松
亭
に
於
て
せ
り
Ｌ
と
誇
ら
れ
、
話
頭
一
輔
、
近
項
畉
席
者
増
加

し
た
り
、
若
し
放
逸
に
傾
き
た
り
と
す
れ
ば
、
恐
る
べ
き
兆
候
に
あ
ら
ず
や
」
と
注
意
せ
ら
れ
、
「
修
學
上
不
便
の
こ
と
あ
ら
ば
遠

慮
な
く
申
出
ら
る
シ
は
差
支
な
け
れ
ど
、
斯
ろ
不
勉
張
の
形
跡
を
止
め
ざ
る
様
諸
子
相
戒
め
て
我
一
一
一
一
戸
を
寳
行
あ
ら
む
を
希
望
す
。
」

と
て
満
場
鯛
た
る
間
に
壇
を
降
ら
れ
た
り
。

繊
塵
も
排
は
か
ん
は
五
嶽
將
に
成
り
、
清
水
も
停
め
か
ん
は
四
海
將
に
盈
ん
と
す
。
今
こ
の
針
磧
を
賜
は
る
、
吾
人
豈
に
刻
心
鍵

骨
服
腐
せ
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
。
（
三
○
、
六
、
二
九
第
五
十
八
銃
雑
報
）

こ
れ
に
依
れ
ば
、
賞
時
に
於
て
物
質
文
明
を
誕
歌
せ
る
肚
會
風
潮
の
一
斑
が
知
ら
れ
る
が
、
中
川
校
長
が
か
シ
ろ
訓
告
を
敢
て
し
た

こ
と
を
裏
書
す
る
一
一
一
一
一
の
記
事
を
學
ぐ
れ
ば
、

吾
人
は
之
を
数
年
以
前
に
比
し
て
如
何
と
な
く
自
ら
是
等
道
徳
に
開
す
る
議
論
を
聞
く
の
熱
心
を
増
し
た
る
を
畳
ゆ
。

こ
は
余
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
讃
者
の
多
く
も
亦
然
ら
ん
こ
と
を
信
ず
。
其
原
因
果
し
て
何
ぞ
や
、
近
年
に
於
け
る
吾
邦
道
義
の
壷

片
を
）

退
即
ち
是
れ
也
。
（
一
一
一
○
、
一
一
、
一
○
、
第
五
十
一
一
一
號
批
評
欄
）

（
前
略
）
こ
の
ご
ろ
着
帽
着
袴
の
事
素
れ
た
り
と
い
ふ
く
し
。
（
中
略
）
着
帽
着
袴
．
事
些
事
に
似
た
り
と
雌
、
畢
生
の
品
位
を

持
す
る
に
於
て
、
率
ぞ
等
閑
に
附
す
べ
き
。
諸
君
願
く
は
猛
省
あ
り
て
可
な
り
。
（
一
一
一
○
、
一
一
一
、
一
一
一
○
、
第
五
十
五
號
雑
報
近
事

而
し
て
一
一
十
七
年
七
月
一
一
十
一
日
、
文
部
省
令
第
十
八
鏡
を
以
て
定
め
ら
れ
た
大
學
豫
科
規
程
の
學
科
課
程
は
、
次
に
掲
げ
る
翌

一
一
○
五
．

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

/戸、

前
略
ミーノ

雌
然
半
千
に
超
ゆ
る
の
學
徒
を
容
し
て
戒
く
之
を
誘
披
し
指
導
せ
ん
と
欲
す
、

ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
１

疽
導
せ
ん
と
欲
す
、
従
ひ
當
局
の
篤
志
を
以
て
す
と
雌
、
事

或
は
志
と
相
從
は
ざ
る
者
あ
ら
ん
、
本
學
年
に
於
け

ら

る
放
校
者
の
多
数
、
以
て
見
る
『
べ
き
也
、
（
中
略
）
六

中川
七
月
の
交
腕
車
を
連
ね
て
南
に
馳
す
る
者
多
き
を
以

蕊て見るべからすや、（一一二、五、二○、第六
の
十
五
號
雑
報
）

佛語
以
上
は
、
日
清
戦
争
當
時
竝
に
そ
の
後
一
雨
年
間
に
於

試
け
る
参
考
資
料
の
幾
分
を
撃
げ
た
に
過
ぎ
ぬ
が
、
戦
後

験題
就
會
人
心
の
動
揺
は
、
吾
が
龍
南
の
校
風
に
も
艀
妙
か

問
ら
ね
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
知
れ
ら
れ
る
と
共
に
、

宣
誓
式
學
行
の
前
奏
曲
と
も
見
る
こ
と
か
出
來
よ
う
。

l｣



！

第
一
部
課

程
表

學
科
課
程

の
改
正

第
二
部
課

程
表

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

二
○
六

一
一
十
八
年
乃
至
二
十
九
年
の
本
校
一
覧
中
の
學
科
課
程
表
に
示
す
如
く
、
相
當
の
愛
化
が
あ
り
、
殊
に
、
一
部
文
科
第
一
一
一
學
年
に
於

て
、
漠
學
科
、
博
言
學
科
・
燭
逸
文
學
科
、
英
文
學
科
、
佛
蘭
西
文
學
科
及
び
共
他
の
學
科
と
分
ち
た
る
が
如
き
は
、
大
學
豫
科
の

面
目
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
又
、
同
年
九
月
一
一
十
九
日
制
定
の
尋
常
中
學
校
入
學
規
程
に
依
れ
ば
、
満
十
二
年
以
上
に

し
て
、
高
等
小
學
校
第
二
學
年
修
了
者
、
若
く
は
同
等
の
學
力
あ
る
者
に
、
第
一
年
級
に
入
學
を
許
す
こ
と
と
し
た
の
は
、
従
来
高

等
小
學
校
卒
業
者
に
許
し
た
こ
と
に
比
し
て
、
著
し
い
進
歩
で
あ
る
。

法
科
志
望
者
一
天
燭
語
佛
語
ノ
内
一
ト
數
學
物
理
ト
ヲ
欲
ク

文
科
一
一
於
テ
ハ
佛
蘭
西
文
學
科
志
望
者
一
一
ハ
稠
語
ヲ
鉄
キ
其
他
ノ
學
科
志
望
者
一
一
ハ
佛
語
ヲ
鉄
ク

文
科
第
一
年
二
於
テ
ハ
地
理
若
ク
ハ
數
學
ノ
ー
ヲ
欲
キ
第
二
年
一
一
於
テ
ハ
經
濟
通
論
ヲ
鉄
ク

敷地歴佛洞英國倫

語
寵法經論動物

物
計學濟

及

邇緬 植

英國翌倫

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

理

及
漢
文率岨

語
及
漢

學理史語語
操論論理物理

大
學
豫
科
第
一
部
（
法
×
文
）
課
程
表

大
學
豫
科
第
一
一
部
（
工
）
（
理
×
農
）
科
課
程
表

第
一
年語丈理 一一一

(三)(三）四（七）(七）七六一一一

第

第
二
年一一一

(六）（六）六六１－－－

一一一

、
■
日
日
グ

ーーー
ノ
。
■
、
、

一一一年
一
策
二
年
－
１
コ

八五一

一

一

・一・三四
(七)(七）七六

第昌
禾
一
岡
逸
吏
塾

八三

－１－ｌ’Ｌ９－；’－１１０‐ｌ■■ＩＩ００ＩＩ００ＩＩＩＩＩⅡ０４ＦⅡ■■■ＩＩ０ＵＤＰＢ０▲■■■■ｌＤＩ０ａ■■■■■一口００口Ｕ０００ｐＩＩＹ０ＤムロロⅡ■ロロⅡｌ□■■０■Ⅲ■ＤＤｌ０Ｉ００ＪＯＩ△■■；｜■▼０～■■０十ｔ■■■｜■■■■■■■■ＩＩＢ■Ⅱ■■■『■■■■し１１■■０｜■■▽Ｉｄｌ８’山前Ｑ３Ｄ△ＢＴＣ。Ｊ１。Ⅱ

＿で￣一一一 一ハ一一一

一一一一一一

第

一一一

九

一ハ一一一一一一一一一 一一一

科
一
理

科
一
農

科

三九六．一

一一一一一一一

一

■■■■■■■■

一一一

二
○
七

鬮
西六’一 年一一一 一一ハーーー三九一一一一一一 ■■■■■■■■■

￣

■■■■■■■■■ｂ

年

一一一

六六六一

一一一一一一 ￣

￣

■■■■■■■■'

一一一一ハ



櫻
井
校
長

の
訓
告

邇
學
生
の

表
札 第
三
部
課

程
表

龍
南
の
歴
史
に
於
て
、
特
筆
す
べ
き
事
の
一
つ
は
、
明
治
一
一
一
十
三
年
九
月
以
降
賞
施
せ
ら
れ
た
入
畢
式
の
宣
誓
と
、
禁
酒
勵
行
と

で
あ
る
が
、
通
畢
生
取
締
規
程
第
四
催
を
以
て
、
－
１
通
畢
生
ハ
其
宿
所
ノ
門
戸
一
一
本
學
所
定
ノ
表
札
ヲ
褐
ク
ヘ
シ
Ｌ
と
し
て
、
縦
五
寸

横
一
寸
一
一
分
本
校
徽
章
入
り
の
表
札
を
掲
げ
し
め
る
こ
と
と
し
た
の
も
、
そ
の
深
意
を
察
す
べ
く
、
而
し
て
こ
の
誓
期
的
な
禁
酒
令

は
、
櫻
井
校
長
の
熟
慮
断
行
で
あ
っ
た
と
は
云
へ
、
然
る
べ
き
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
年
九
月
十
二
日
の
入
學
式
に
爲
さ
れ

た
櫻
井
校
長
の
訓
話
を
以
て
、
そ
の
問
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
乃
ち
同
年
同
月
發
行
の
龍
南
會
雑
誌
第
八
十
一
號
に
就
い

て
、
そ
の
一
部
を
摘
録
し
て
見
れ
ば
、

入
學
式
に
於
け
る
櫻
井
校
長
の
訓
告

節
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

二
○
九

實
験
ヲ
課
ス

理
科
第
三
年
二
於
テ
數
學
へ
星
學
、
物
理
學
科
志
望
者
一
一
ハ
化
學
三
時
（
實
験
）
圖
聲
、
動
物
及
植
物
ヲ
舷
ク
、
化
學
志
望
者
一
一
ハ

圖
豊
、
測
量
、
動
物
及
植
物
ヲ
鋏
ク
、
動
物
及
植
物
學
科
、
地
質
及
鑛
物
學
科
志
望
者
一
一
ハ
數
學
、
測
量
ヲ
欲
キ
及
化
學
一
時

（
實
験
）
ヲ
峡
ク
、
農
學
科
、
農
藝
化
學
科
志
望
者
一
一
ハ
數
學
ヲ
欲
キ
、
猷
馨
學
科
志
望
者
一
一
ハ
數
學
輯
測
量
ヲ
妖
ク

工
科
第
三
學
二
於
テ
ハ
電
氣
工
學
、
採
鑛
冶
金
學
、
應
用
化
學
、
造
兵
學
科
志
望
者
一
一
ハ
圖
書
一
一
時
ヲ
銃
キ
其
時
間
二
於
テ
化
學

倫
理

國
語
及
漠
文

洞
率叩

英
語
若
ク
ハ
佛
語

羅
旬
語

数
學

魁測園地動化物敷洞

質物

及Ｌ及

鏑植

操量謹物物學理學語

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

計

大
學
豫
科
第
三
部
（
醤
科
）
課
程
表

第
三
節
宣
誓
式
施
行
前
後
の
龍
南

第
一
年
一
策
二
年
一
第
一
一
一
年

一一

二五五

五五

一

○

一一

物
理

化
學

動
物
及
植
物

魑
操

二三四四

一一一

計

一

○

第
一
年
一
第
二
年
一
策
一
一
一
年

四四六

○ 貿講
(三)四

三四

一一一

四

斑
三

一一一

四三（三)(二）Ｉ（四）七四（六）四 ○
八

一

一

九

賓講
(二)四

農
、
農
化
三
一

獣
二
八
林
三
四

賓講賓講
四四三四

一一一

一一一 八七
(四）六四（三）四(三）




